平成24年10月23日

視　察　報　告　書（各委員提出用）
委員会名：産業建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：　岐阜県高山市
	視察日：　平成24年10月16日

	参考となった事項

　宿儺かぼちゃという「かぼちゃ」であるが、材料（食材）という捉え方をされている点が素晴らしかった。金丸弘美さんというアドバイザーが参加されたことで可能となったことも多いのは事実だが、高山市内の御菓子屋さんからイタリアンレストランまで多くの方々が食材としての宿儺かぼちゃに取り組まれたことが最大の功績であると思います。

	課題・問題点

　市の担当者も言われていましたが、連作障害の問題もありますし、栽培面積をどうやって増やしていくかなど、作る上での課題があるように聞かせていただきました。そして、食材として製品を作る側の不断の努力というか、創意工夫が重要だと思いました。いくら年間350万人からの観光客が高山市に来られるといっても、時代の流れもありますので、新商品開発も必要でしょうが、宿儺かぼちゃの定番商品の確立が急務ですね。

	提言・その他（庄原市の施策にどのように生かすことができるか など）
　私、作物を作る人。あなた、商品にする人では、ご当地商品はできないのではないでしょうか。6次産業化と言いますが、ことはそれほど簡単ではありません。案外、子供の発想というのは想像もしなかったような物が出来てしまう可能性を秘めていると思います。ここは思い切って、小学生の子供たちに自分ならこんなお菓子、料理が食べたいというものを提案し、試作してもらったらどうでしょうか。
　そして、市内各所で発表会を開き、グランプリとなった商品を庄原の特産品として販売するのはどうでしょうか。私は、単純なスイートポテトがイモの形のままで販売されることを望んでいますが、どうでしょうか。


※平成24年10月24日（水）までに議会事務局に提出してください。
平成24年10月23日

視　察　報　告　書（各委員提出用）

委員会名：産業建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：　長野県下伊那郡根羽村
	視察日：　平成24年10月17日

	参考となった事項

　あるものを活かすということでしか田舎の村が存続できないことを証明してくれたのが根羽村だと思います。村の92％が山ですから、山の木しかないといっても過言ではありませんが、林業が存亡の危機に瀕したところから村の挑戦が始まったのです。
　村の強みは何かと思案した挙句が、山の木だったのです。当たり前すぎる答えでしたが、丸太販売に加え、乾燥機と製材機を導入して柱材などの加工を始めたのでした。やがて、Ｉターン者も現れてくる状況となり、予想外の展開になっていきました。
　やはり、後がない状況まで追い込まれないと人は力を発揮しないのでしょうか。

　

	課題・問題点

　いくら6次産業化ということで高付加価値をつけていっても、価格という手強い相手に勝負を挑むとなると、並大抵の努力では太刀打ちできない現実があります。

	提言・その他（庄原市の施策にどのように生かすことができるか など）

　モデルハウスで木の良さを認めてもらう取り組みはどこでもやっていることですが、完全木造住宅を安価で提供できるシステムを構築した欲しいと思いました。東日本大震災後に木造の仮設が建築されたところがありますが、満足度が非常に高かったそうです。
　建築基準法の問題があるのかも知れませんが、林業再生と政府が言うのであれば、積極的な木造住宅政策を推し進めるべきです。木造建築は日本が世界に誇る文化です。

　イノシシの肉とシカの肉の精肉処理・加工を見せていただきましたが、流通が確立されていないと感じました。折角、捕獲したのだから販売しようでは、短絡すぎます。これは全く個人的意見ですが、料理に適さない部位の肉は、全量廃棄すべきです。もっと言うなら、捕獲奨励金を1頭3万円程度出して、肉など取らずに廃棄すべきです。


※平成24年10月24日（水）までに議会事務局に提出してください。
